
近江環人として学んだ知識や技術を持って
デザインの領域で職を見つけることができ
ました。デザインの領域はとても広く、近
江環人として地域再生やまちづくりといっ
た分野でも活動していけると考えています。
今後はよそものの視点から、外部でのプロ
フェッショナルと地域をつなぎ、持続可能
な個性ある地域創造のために、仕事でも、
また個人としても精進してきたいと思いま
す。

竹 岡 寛 文 環境科学研究科環境計画学専攻
環境意匠コース

たけおか　ひろふみ
「人と人を結びつけるコーディネート力」
私にとって近江環人として必要な能力だと
感じています。それは家づくりやまちづく
りにおいても必要な力だと思うのです。
　住まい手と作り手、まちの人と人、色々
な思いを繋ぐ。そんな役割を自分が担い、
それに関わる人々が笑顔でいられる、そう
いった場を作っていきたいと考えていま
す。

与 語 一 哉 （株）きなりの家

よ ご 　 か ず や

吉 本 　 智 （株）ベストハウス

よしもと　さとし

地域活性化の第一歩は、現状何が出来るの
かを分析し、それを有効に活用することと
考えます。不足を嘆くのではなく、まずは
今あるものに感謝することから始めるので
す。その上で、地域活性化に必要だが足り
ないものを、多くの人たちとともに獲得し
ていきたいと思います。

城 市 智 幸 城市弐級建築工廠

じょういちともゆき

地域再生の基本は、まず地域の事を知り、
その地域の事を想うことであります。しか
し同時に、その地域だけを見て、地域のこ
とだけを考えるという視点では、地域再生
の本質を見逃してしまうことにつながると
も考えます。このことから、地域と地域、
人と人をつなぎ、地域独自の持続可能な仕
組みを確立することが「近江環人」の役割
であると認識し、今後は、これを念頭に置
きながら、県内の広い範囲で、積極的に地
域再生活動に関わって行きたいと思いま
す。

小 島 　 猛 高島市役所

こ じ ま 　 た け し

これから彦根商工会議所に就職が決まり、
今まで弱かった経営・商売という分野を学
んでいきたいと思います。自分のできるこ
とを活かし、彦根商工会議所内でまちづく
りの仕事だけでなく、現在取り組んでいる
県内のワザを巡り紹介する活動や着地型ツ
アー、また近江環人の人々との活動を続け
ていきたいと思います。

迫 間 勇 人 環境科学研究科環境計画学専攻
地域環境経営コース

は さ ま 　 は や と

地域で培われてきた文化や風習は、自然
環境や景観とともに、その地域を特徴づ
ける重要な要素の一つです。「地域に何
があるのか」「何を残すか」「何を改善
しなければいけないのか」といったこと
を、その地域で生活をする人々自身が、
改めて議論するステージに来ているので
はないでしょうか。
そうした地域社会での取り組みに「人」
を巻き込んでいくような「きっかけ」を
つくりだせるよう取り組んでいきたいと
思います。

久 郷 晴 哉 環境科学研究科環境計画学専攻
環境意匠コース

く ご う 　 は る や

近江環人とは、実践する人だと思いま
す。それは常に弱い立場の人や物の側に
立ち、一緒に汗を掻き問題の解決に向け
て行動する、そんな人たちです。
地域やその住民は今、様々問題を抱えて
います。その中に率先して入り、ある時
は「風の人」となり、ある時は「土の
人」になるなど、その地域の文化や歴
史、住民の意向に対して形を変えながら
関わり問題解決に向け人と人を結びつけ
る、そんな「環の人」を目指したいと思
います。

コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ア ー キ テ ク ト （ 近 江 環 人 ）

私たちの決意　　　

　私は大学院を卒業し、企業に就職しても
のづくりをします。先端技術を用いたより
良い社会づくりを目指します。近江環人の
授業を通じて滋賀県のことを知ることがで
きてよかったです。近年の世の中はエコと
いうキーワードだけでなんでも通用してし
まっていることに私は疑問に感じていま
す。卒業後は自分の持つ知識を世に広める
ことで偏った知識が世に広まらないような
活動をしていきたいと思います。

奥 野 泰 徳 工学研究科機械システム工学専攻
       エネルギー工学部門

おくの　やすのり
「近江環人」の称号の本当の意味や価値
は、今回称号を得た私たちの今後の地域活
動や実績、姿勢によって作られていくもの
だと思っています。かといって、地域の諸
問題への取り組みや、地域再生に携わるこ
とは決して簡単なものではなく、それに当
たる我々の責任は重いことも事実です。し
かしその責任の背後には、様々な出会いや
喜びがあることも、学座の授業を通して学
びました。今後は、学座で得た様々な知識
や出会いを活かして、これまで携わってき
た地域での取り組みを継続していくつもり
です。

嶋田奈穂子 人間文化学研究科生活文化学専攻
生活デザイン部門

し ま だ 　 な ほ こ

雨にも負けず、風にも負けず　雪にも夏の
暑さにも負けぬ丈夫なからだをもち　慾は
なく決して怒らずいつも静かに笑っている
　一日に玄米四合と味噌と少しの野菜を食
べ　あらゆることを自分を勘定に入れずに
よく見聞きし分かり　そして忘れず　野原
の松の林の陰の小さな萱ぶきの小屋にいて
　東に病気の子供あれば　行って看病して
やり　（中略）寒さの夏はおろおろ歩きみ
んなにでくのぼーと呼ばれ　褒められもせ
ず苦にもされず　そういうものにわたしは
なりたいです「宮沢賢治」

横関万貴子 （有）ネオジオ

よこぜき　まきこ

私は滋賀で生まれ、滋賀で育ち、現在は登
記と測量を業とする土地家屋調査士を生業
としています。地域再生とは決して一様で
はないものの、戦後重視されてきた物質偏
重主義が限界に達してきていることは明瞭
です。私は人と暮らし、地域社会を持続可
能なあり方へシフトするために地域に元来
備わる「地域力」を発見し、伸ばし、広め
る活動を近江環人としてすすめて行きたい
と考えています。

西 村 和 洋
にしむら　かずひろ

これまで、まちづくりや地域活性化に貢献
するのは行政やNPOが中心で、企業がその
役割を果たすことは少なかったように思い
ます。特に住宅産業は、住民や地域に大き
な影響を与えるにも関わらず、地域貢献が
主体的におこなわれてきたとは言えませ
ん。私は、今後住宅産業を主とする企業に
就職しますが、企業が地域に貢献できる方
法を模索していきたいと考えています。

依 田 知 大 人間文化学研究科地域文化学専攻
   考現学・保存修景論コース

よ だ 　 さ と ひ ろ

これまで私は学生という立場で地域を見
てきました。その中で、地域再生には何
よりも地域住民が問題意識を持ち、継続
的に解決に向けて行動していくことが重
要だと学びました。今後職を持ち社会に
出て行く中で、もう一度自らの立場を見
直し、地域住民や問題に対して自らの特
技・職能をどのように活かしていけるか
を常に念頭に置き、人と人、地域と地域
を結ぶ近江環人として尽力していきたい
と思います。

山 盛 孝 治 環境科学研究科環境計画学専攻
環境意匠コース

やまもり　こうじ

土地家屋調査士　 西村和洋事務所

平成 21 年 3 月称号取得の近江環人 13 名（A コース 8 名・B コース 5 名 )


